
山
に
入
る
と
き
は

ヒ
グ
マ
に
注
意

　

ヒ
グ
マ
の
生
息
地
は
全
道
に
分
布
し

て
い
て
、
市
内
で
も
足
跡
な
ど
が
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。

　

山
林
な
ど
に
は
、
ヒ
グ
マ
が
い
る
こ

と
を
認
識
し
、
山
菜
採
り
な
ど
で
山
に

入
る
と
き
は
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

●
家
族
や
知
人
な
ど
に
行
き
先
を
知
ら

せ
ま
し
ょ
う

●
目
立
つ
服
装
を
し
、
単
独
で
は
行
動

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

●
ヒ
グ
マ
の
出
没
情
報
を
確
認
し
ま
し

ょ
う

●
ヒ
グ
マ
の
行
動
が
活
発
に
な
る
朝
と

夕
方
の
ほ
か
、
濃
霧
や
降
雨
の
と
き
は

山
に
入
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

●
「
ク
マ
出
没
」
な
ど
の
看
板
が
あ
る

場
所
に
は
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う

●
鈴
や
ラ
ジ
オ
を
携
帯
す
る
な
ど
、
音

を
出
し
て
自
分
の
存
在
を
知
ら
せ
ま
し

ょ
う
。
周
囲
に
注
意
を
払
う
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う

●
ヒ
グ
マ
の
ふ・

・ん
や
足
跡
、
食
べ
た
跡

を
見
つ
け
た
ら
、
す

ぐ
に
引
き
返
し
ま
し

ょ
う

●
ご
み
は
野
山
に
捨

て
た
り
埋
め
た
り
せ

ず
、
必
ず
持
ち
帰
り

ま
し
ょ
う

問
合
せ　

環
境
課
（
内
線
７
６
８
）

固
定
資
産
の
価
格
な
ど

　

平
成
27
年
度
分
の
固
定
資
産
の
価
格

な
ど
を
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
27
年
度
分

の
諸
証
明
の
発
行
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

問
合
せ　

税
務
課
（
内
線
８
３
２
）

路
線
価
の
公
開

　

平
成
27
年
度
固
定
資
産
税
土
地
評
価

の
基
礎
と
な
る
、
市
街
化
区
域
内
宅
地

の
路
線
価
な
ど
を
公
開
し
ま
す
。

場
所　

市
役
所
第
３
庁
舎
２
階

問
合
せ　

税
務
課
（
内
線
８
３
２
）

車
庫
・
物
置
に
つ
い
て

　

車
庫
や
物
置
は
、
床
面
積
が
10
㎡
（

約
３
坪
）
以
上
で
あ
れ
ば
課
税
対
象
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

税
務
課
（
内
線
８
３
４
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

創
業
支
援

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
と
は
、
地

域
の
課
題
解
決
や
要
望
実
現
を
目
的
と

す
る
事
業
活
動
で
す
。
広
告
宣
伝
費
な

ど
、
創
業
時
に
必
要
な
経
費
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

対
象　

市
内
に
活
動
の
拠
点
が
あ
り
、

平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
に
新
規
事
業

を
考
え
て
い
る
方

＊
事
前
に
審
査
が
あ
り
ま
す
。

申
込
み　

４
月
24
日
ま
で
に
商
業
労
働

課
（
内
線
６
２
５
）

＊
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
申
請

書
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
↓
商
業
労
働
課
」
か

ら
印
刷
で
き
ま
す
。

給
水
工
事
・
排
水
設
備

指
定
工
事
事
業
者

〈
新
し
い
事
業
者
〉

●
給
水
工
事

い
わ
す
い
建
設
㈱
（
江
別
市
・
☎
383
〜

４
６
７
４
）

〈
除
か
れ
た
事
業
者
〉

●
給
水
工
事

光
星
設
備
工
業
㈱

●
排
水
設
備

㈲
オ
ダ
テ
ッ
ク

〈
共
通
事
項
〉

問
合
せ　

業
務
課
（
内
線
８
９
６
）

コ
ン
ポ
ス
ト
な
ど
の

購
入
費
を
助
成

　

生
ご
み
の
資
源
化
を
推
進
す
る
た
め
、

生
ご
み
堆
肥
化
容
器
（
コ
ン
ポ
ス
ト
）

と
電
動
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
費
を
助

成
し
ま
す
。
い
ず
れ
か
一
方
を
選
び
、

購
入
す
る
前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

〈
生
ご
み
堆
肥
化
容
器
〉　

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
で
、
容
器
を

適
正
に
管
理
で
き
る
土
地
が
あ
る
世
帯

＊
１
世
帯
に
つ
き
１
個
で
す
。　

助
成
額　

２
０
０
０
円

助
成
個
数　

１
２
５
個

〈
電
動
生
ご
み
処
理
機
〉　

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
で
、
過
去
に

助
成
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
世
帯

＊
１
世
帯
に
つ
き
１
台
で
す
。

助
成
額　

購
入
価
格
の
２
分
の
１
以
内

で
限
度
額
２
万
円
（
１
０
０
円
未
満
は

切
り
捨
て
）

助
成
台
数　

20
台

〈
共
通
事
項
〉

条
件　

市
内
指
定
店
で
対
象
機
種
か
ら

選
択

申
込
み　

４
月
15
日
ま
で
に
直
接
、
環

境
課
（
内
線
６
０
６
）
か
各
出
張
所
、

団
地
住
民
セ
ン
タ
ー
、
エ
ル
フ
ィ
ン
パ

ー
ク

＊
４
月
16
日
以
降
、
通
知
文
書
を
送
付

し
ま
す
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
で
す
。

　保険料が改訂されました。
　４月上旬に、日本年金機構から納付書が送付されます。金融機関か郵便局、コ
ンビニエンスストアで納付してください。現金で前納する場合は、４月30日まで
に納付してください。
　４月から退職などで第１号被保険者となる方は、早めの手続きをお願いします。

★学生納付特例制度
　学生は、申請すると保険料の納付が猶予されます。保険年金課か各出張所で申
請してください。これから20歳になる方は、誕生日の前日から申請できます。
持ち物　年金手帳か納付書・印鑑・申請期間内の学生証か在学証明書
＊２年１カ月前まで、さかのぼって申請できます。申請が遅くなると万が一の場
合の障害基礎年金の請求ができなくなるため、早めに手続きしてください。平成
25年４月からの申請は、５月29日まで受け付けます。

●平成26年度に学生納付特例の承認を受けていて、
27年度も同じ学校に在学している方
　３月下旬～４月上旬に、はがき形式の申請書が
届きます。引き続き希望する場合は、必要事項を
記入して投函してください。

４月からの保険料は
月額１万5,590円

詳しくは、日本年金機
構ホームペ
ージをご覧
ください。

★
★★

問合せ　保険年金課（内線709）

★★

★
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